
① テレビ
② ラジオ

③ インターネット

④ 緊急速報メール
⑤ 防災メール（登録制）

●気象庁
http://www.mlit.g
o.jp/saigai/bosaij
oho/i-index.html

１．揺れを感じたら直ぐに避難する

２．「津波注意報」以上で避難する

３．徒歩でマリンブリッジに避難する（車を使わない）

４．津波は繰り返し襲来するため、避難後は引き返さない

５．周りの人に声をかけながら避難する

小名浜港東港地区で大きな揺れを感じたら、避難目標地点
まで速やかに避難を開始しましょう。

◆津波避難の心得

◆津波警報・避難情報の入手方法

災害時には、正確な情報を入手することが重要です。正しい情報を素早く入
手出来るように普段から準備しましょう。

＜伝達経路＞

◆防災メモ

項目 メモ内容

所属

名前
（ふりがな）

住所

連絡先

その他

＜情報入手方法＞

●いわき市
携帯サイト
http://www.ci
ty.iwaki.lg.jp/

●いわき市防災
メール（登録制）
iwaki@entry.mail
-dpt.jp

＜情報収集ツール＞

◆気象庁が発表する津波警報・注意報

◆平常時の備え

東港地区に入る際は、次の準備を行っておくことが必要です。

 「いわき市防災メール」に登録しておく

 「非常持出袋」を準備しておく

 「雨具」や「防寒具(アルミシート等)」も非常持出袋に入れておく

「津波注意報」、「津波警報」、「大津波警報」のいずれかが発表された場合には、

直ちに避難行動を開始してください。

予想される津波の高さ
東港地区にいる人の

とるべき行動
想定される被害数値での発表

（発表基準）
巨大地震の
場合の表現

大津波警報
(特別警報)

１０ｍ超
（１０ｍ＜高さ）

巨大

ただちに安全な場所に避難
してください。
津波は繰り返し襲ってくる
ので、警報が解除されるま
で避難場所から離れないで
ください。
避難場所：小名浜マリンブ
リッジ
※マリンブリッジに着いた
と安心しないで、より高い
場所を目指して避難しま
しょう。

東港地区の全域が浸水して
しまう可能性が極めて大き
い。
建築物やプレハブ等が全
壊・流出し、人は津波によ
る流れに巻き込まれる。

１０ｍ
（５ｍ＜高さ≪１０ｍ）

５ｍ
（３ｍ＜高さ≪５ｍ）

津波警報
３ｍ

（１ｍ＜高さ≦３ｍ）
高い

東港地区の大部分が浸水し
てしまう可能性がある。
標高の低いところでは津波
が襲い、浸水被害が発生す
る。人は津波による流れに
巻き込まれる。

津波注意報
１ｍ

（0.2ｍ＜高さ≦１ｍ）

（表記
しない）

注意報が発生した場合にお
いても、津波警報に切り替
わる可能性があります。
速やかに避難し、注意報が
解除されるまで避難場所か
ら離れないでください。

海の中では人は速い流れに
巻き込まれる。小型船舶が
転覆する。

出典：気象庁ホームページ

小名浜港東港地区津波避難計画
ポケットマニュアル

【令和２年12月作成】
福島県小名浜港湾建設事務所



<<津波浸水想定について>>
右のマップは、福島県が平成31年３月に公表した「房総沖を波源

とする津波」及び「東北地方太平洋沖地震による津波」の浸水想定
結果を重ね合わせ、最大浸水深を示しています。

東港地区の最大浸水深はおよそ２～４ｍ程度と想定されています。

東港地区にいる人々の人命に

影響が出る恐れのある水位変

化が生じるまでの時間

地震発生後

37分

【津波浸水想定区域図】

正しい情報を素早く入手出来るよ
うに普段から準備しましょう！

※用語の解説
浸水域：海岸線から陸域に津波が遡上した外縁までの範囲
浸水深：陸上の各地点で水面が最も高い位置に来た時の地面から水面までの高さ
最大遡上高：各地域において、海岸線から陸域に遡上した津波の外縁位置での最大高さ（標高で表示）
影響開始時間：海域を伝播していた津波により、海岸線において初期水位から±20cmの変化が

生じるまでの時間

津波浸水深の目安

出典：国土交通省ホームページ 出典：福島県「津波浸水想定（平成五31年3月20日公表）」

津波によって東港地区全域が浸水する可能性があります。
各自情報収集を行い、速やかに避難を開始しましょう。

小名浜マリンブリッジ

避難目標地点

津波到達時間
地震発生後
【37分】

最大遡上高と浸水深

影響開始時間と第一波到達時間

最大浸水深：２～４ｍ

名称 電話番号

○○株式会社 000-000-0000

◆主な関係機関の連絡先

荷役施設 乗り継ぎ建屋（JT2）
※津波避難施設とは、やむを得ず
一時的に退避する場所です。
避難の目標地点ではありません。※最大クラスの津波には対応していません。

やむを得ず一時的に退避する場所です。
避難の目標地点ではありませんが、津波
緊急退避施用設に避難した後は、津波注
意報が解除されるまで施設で待機してく
ださい。

津波緊急退避用施設
（小名浜マリンブリッジへの避難が
間に合わない場合に活用）

避難目標地点

津波緊急退避用施設

津波避難経路

避難方向

●

写真：
令和元年2月時点

建屋（JT2）


